
令和 3年 12月 24日 

気象庁情報基盤部 

 

気象庁ホームページの常時暗号化（https化）に伴う、 

「気象庁防災情報 XMLフォーマット形式電文の PULL型提供環境」の仕様変更について 

 

令和 4 年（2022 年）3 月 15 日に気象庁ホームページ（https://www.jma.go.jp/、

https://www.data.jma.go.jp/）を常時暗号化し、httpのサービスを終了 1することに伴い、

同ホームページ上で運用している「気象庁防災情報 XMLフォーマット形式電文の PULL型提

供環境」においても、一部仕様の変更を行います。 

詳細については別紙をご参照ください。 

  

                                                       
1 「2022 年 3 月 15 日から気象庁ホームページを常時暗号化します。」 

https://www.jma.go.jp/jma/press/2112/16a/hp_encription_20220315.html 



別紙 

 

１．「気象庁防災情報 XMLフォーマット形式電文の PULL型提供環境」とは  
 

 「気象庁防災情報 XMLフォーマット形式電文の PULL型提供環境」とは、気象庁が、当庁

ホームページ上で構築・運用している、気象庁 XML電文を取得できる環境を指します。 

掲載ページの「Atom フィード」を取得・解析することで、気象庁 XML 電文の（自動）取

得が可能であり、Atomフィードは更新サイクルにより「高頻度」「長期」の２種類に、また

電文の種別で「定時」「随時」「地震火山」「その他」の４種類に分類されます。 

 

公開ページの URL：http://xml.kishou.go.jp/xmlpull.html2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：気象庁ホームページでの公開ページ 

 

 

  

                                                       
2 公開ページについては、現在 https でのアクセスができませんが、２．変更箇所①と同
様のスケジュールで対応を行う予定です。 

http://xml.kishou.go.jp/xmlpull.html


２．変更箇所 
 

令和 4年（2022年）3月 10日（木）14時（日本時間）に、以下の変更を行います。 

なお、当日の作業状況により、時刻は若干変更となる可能性があります。 

 

①公開ページにおいて、現行の Atom フィードへのアクセス URL を http→https へ 

（例）「高頻度/定時」の URL 

  （現行）http://www.data.jma.go.jp/developer/xml/feed/regular.xml 

 （変更後）https://www.data.jma.go.jp/developer/xml/feed/regular.xml 
 

○ www以降の URLに変更はありません。 

○ 他の７種類の Atomフィードも、同様に変更します。 

○ 変更後の URL （https://～）は、すでにアクセス可能となっています。 

○ 変更後、当面の間は、HTTPでアクセスされた場合に HTTPSへリダイレクトさせること

を予定しています。 

○ 最終的には一般的に推奨されている HSTS Preload Listへの登録を行い、閲覧者のブ

ラウザが直接 HTTPSでアクセスするよう手続きを実施します。 

 

②Atom フィード中の、気象庁ホームページへのアクセス URL を http→https へ 

【例】（現行）「高頻度/定時」の Atomフィード冒頭部分 

 

 

  （変更後）「高頻度/定時」の Atomフィード冒頭部分 
 

       
 



○ www以降の URL（命名規則を含む）に変更はありません。 

○ 以降の entryタグ内も同様に変更します。また、他の７種類の Atomフィードも、同様

に変更します。 

○ 変更後の URL（https://～）は、すでにアクセス可能となっています。 

○ 変更後、当面の間は、HTTPでアクセスされた場合に HTTPSへリダイレクトさせること

を予定しています。 

○ 最終的には一般的に推奨されている HSTS Preload Listへの登録を行い、閲覧者のブ

ラウザが直接 HTTPSでアクセスするよう手続きを実施します。 

 

３．HTTPSアクセス試行用 Atomフィードの準備について 
 

 HTTPSでの通信を試行いただくことを目的として、当該環境の公開ページにおいて、現行

の Atomフィード（以下、「現行フィード」）に加えて、HTTPSアクセス試行用 Atomフィード

（以下、「試行用フィード」）を掲載する予定です。 
 

（試行用フィードの詳細） 

・掲載予定期間： 令和 4 年（2022 年）2 月 1 日（火）～令和 4 年（2022 年）3 月 22 日（火） 

・内容変更箇所： 現行フィードに前項②の変更を加えたものです 

・種類/更新頻度： 現行フィードと同じく、「高頻度」「長期」毎に「定時」「随時」「地震火

山」「その他」の 4種類、合計 8種類を掲載します。更新頻度も現行フ

ィードと同様です。 

・アクセス URL： 以下の例を参照ください。他 7種類も同様です。 

（例）「高頻度/定時」の Atomフィード 

【現行】http://www.data.jma.go.jp/developer/xml/feed/regular.xml 

【試行用】https://www.data.jma.go.jp/developer/xml/https_feed/regular.xml 

 

４．仕様変更の全体スケジュール 
 

 


